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1. 機 関 番 号 3 2 6 9 2      2. 研究機関名  東京工科大学              
                        
3. 研 究 種 目 名    若手研究（B）     4. 研究期間      平 成 19 年 度  ～  平 成 21 年 度  
 

5. 課 題 番 号 1 9 7 0 0 2 5 0
 
6. 研 究 課 題 名  図地分離を中心とした形態視の情報処理のメカニズムの研究  

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ キクチ， マサユキ 

2 0 2 9 1 4 3 7    菊池，眞之 コンピュータサイエンス学部  講師 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

ﾌﾘｶﾞﾅ 
           

9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600字～800字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 
本研究課題では，ヒトの脳の視覚系における図地分離のプロセスを中心とした形態視の
情報処理の原理について解き明かすべく，モデリング並びに心理物理実験により取り組
んでいる．モデリングについては，研究者の発想の限界を超えたモデルを獲得する為に
，研究対象とする視覚機能の本質を説明し得る神経ネットワークのモデルをコンピュー
タにより自動的に生成させることを目指している．モデルの自動生成に際しての拘束条
件を与え得る知見を得るべく，心理物理実験も実施する．本年度の成果としては，心理
物理的知見を新たに幾つか得ていることがまず挙げられる．形状認知との関連性も指摘
される運動統合については，本研究室での心理物理的研究により図地分離と密接な関連
があることが示唆されていた(Kikuchi＆Nagaoka，2006)．本年度は提示する運動エッジ
本数を2本に限定し，エッジ同士のなす角を数通りに変化させつつ，図地規定要因として
両眼視差以外にも2次元的要因として領域のパターンの時間・空間周波数の対比を用いた
実験も行うことで，より多角的かつ詳細に図地分離と運動統合の関係性を明らかにした(
高橋＆菊池，2009)．また，従来2次元刺激で調べられてきたゲシュタルト要因の一部を3
次元に拡張した際の特性についても明らかにした(北野＆菊池，2009)．さらに，図地分
離の影響を受けることも明らかにされているアモーダル補完の機能が，空間的な注意か
ら受ける影響についても明らかにした(前田＆菊池，2009)．一方で昨年度に本研究課題
の予算で購入したモデル自動生成のためのＰＣクラスタを実稼働させるべく本年度は整
備を進めた．並列計算の為のLAN結合のトポロジーを確定させつつ， MPIを用いた計算の
為のソフトウェア上の準備も進めた．基盤となる進化的計算のプログラムの実装も行っ
ており，最終年度の展開に向けた準備を整えた．                  

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1) 脳・神経                    (2) モデル化                     (3) 実験系心理学            
  (4) 図地分離                    (5) 形態視                      (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 



 

 

11.研究発表（平成２０年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（７）件  

著 者 名 論  文  標  題 
M. Kikuchi Interaction between local and global border-ownership signals on closed 

figure composed of small triangles’ 
雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 

Journal of Vision 有 8 2 0 0 8 824a 

 
著 者 名 論  文  標  題 

M. Kikuchi Psychophysical evidence for the interaction between local and global bor
der-ownership signals on a closed contour 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
SCIS&ISIS2008 有  2 0 0 8 154-159 

 
著 者 名 論  文  標  題 

菊池眞之 閉曲線の図方向操作に伴うsaliency変化の計測に基づく図地分離・輪郭統合の各
過程の性質と両者の関係性についての検討 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
日本神経回路学会第18回全国大会講演論文集 有  2 0 0 8 62-63 

 
著 者 名 論  文  標  題 

吉峰万尋 図形残効によるMüller-Lyer錯視現象と図地分化の関係の解明 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
日本神経回路学会第18回全国大会講演論文集 有  2 0 0 8 64-65 

 
著 者 名 論  文  標  題 

前田翼 空間的注意がアモーダル補完に与える影響 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
映像情報メディア学会技術報告 無 HI2009-79 2 0 0 9 45-48 

 
著 者 名 論  文  標  題 

高橋洸 凹/凸図形の動きの統合 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
映像情報メディア学会技術報告 無 HI2009-79 2 0 0 9 65-68 

 
著 者 名 論  文  標  題 

北野智也 両眼立体視におけるゲシュタルト要因 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁 
映像情報メディア学会技術報告 無 HI2009-79 2 0 0 9 69-72 

 
 〔学会発表〕計（０）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 
  

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
    

 
 〔図 書〕 計（０）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 



 

 

      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      

 
 〔取 得〕    計（０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


